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令和5年度 

1級造園工事施工管理技術検定 

2次試験 解答試案 

 

【問題 1】 

施工体験記述(工程・品質管理)につき省略します。 

【問題 2】 

(1) (イ) 土壌硬度 

① 山中式土壌硬度計により、長さ20cm、径 3cm、重さ 0.6kgで円錐体頂を土中に

差込み目盛りを読み、8～20㎜であれば良とする。 

② 長谷川式土壌貫入計により、一定の高さから落錐を落下させ、1回当たりの貫

入深さを軟らか度とし、S値が1.5～4.0(cm/drop)で良とする。 

透水性・排水性 

① 簡易現場透水試験器を用いて測定し、100㎜/時以上であれば良とする。 

② 雨天後の排水状況を目視により、土色で判断する。 

土色調査 

① 土の色をマンセル表色系に準じた標準土色帳で見分け、土性を判定する。 

② 簡易的に触手法により指で土を触って感じ方で土性を判定する。 

・・・等 

 (ロ) 深さ 50～80cmまで全域に渡り厚さ 30cmの固結粘性土層があるので、心土破砕工

により起耕し、通気性、透水性を確保するため、無機質系土壌改良材を用いる。 

(2) ① 効果が長期間持続するよう、緩効性あるいは遅効性肥料を施す。 

 ② 肥料焼けを起こさないよう、根に直接当たらないように注意する。 

(3) (イ) 剥皮部分の形成層は総て取り除き、導管のある部分などは一切傷付けないこと。

剥皮部に形成層や、し部が少しでも残っていると、その部分に新たな樹皮が形成

され繋がってしまい、細根が発根せず、剥皮の効果がなくなり、また部材を傷つ

けると、水分と無機養分の通りが阻害される。 

 (ロ) 材の割れや樹皮の剥がれは根株腐朽や根を壊死させる病原菌の生息場所となり、

根系の衰弱を招き易いので、切り直しを行い、細根の発根を促す。 

(4) (イ) ① 支柱の丸太は末口を上にして打ち込み、釘打ち鉄線割掛とする。 

② 丸太と幹の結束部は、杉皮を巻き、しゅろ縄で動揺しないよう割縄掛けに結束

する。    

 (ロ) ① Ａ 冬の凍害や夏の日焼けなどを防ぐ ために 幹巻きを行なう。 
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② Ａ 土壌の乾燥防止、地温調節、霜害防止 のため マルチングを行なう。 

③ Ａ 冬期に寒さや乾燥から樹木を保護 するため 寒冷紗掛けを行なう。 

・・・等 

(5) ① 立地条件、経済性などを総合的に勘案し、凹凸の無いよう、適切な張り方を選択する。 

② 傾斜地では、芝串を指して切り芝が動かないようにする。 

(6) コンクリート塊、コンクリート・アスファルト塊、建設発生木材。 

 

【問題 ３】 

(1)(イ)   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ロ) 1）Ａ → Ｂ → Ｅ → Ｊ→ Ｍ → Ｎ 

2）16日 

(ハ) 7日 

(ニ) 1日 

(ホ) 19日 

(ヘ) Ｂを 1日、Ｅを1日 

(2) (イ) Ａ ウ（作業可能日数） 

Ｂ カ（工事量） 

Ｃ オ（1日平均施工量） 

 (ロ) ① 天候、地盤条件の悪化 

② 機械の配置・組合わせの不適 

③ 作業員の熟練度の低さ 

 (ハ) ・材料の手配が施工量の増大に間に合わず、作業員の手待ちが生じる 

・品質低下により手直し作業が増加する 

・1日の作業交代に伴う現場経費の増加 

・作業員、施工機械の施工量が平均化されないため原価が上昇する 

※ 突貫工事を行なうと人員を増やしたり、リース料の高い機械や高い材料を

手配しなくてはいけなくなり、原価があがり、施工速度を上げるため、品質

が低下する。 
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(3) 利点 ・作業相互の手順が明瞭 

・重点管理作業が明確 

・作業日数が明確 

・作業の進行度合が明瞭 

 欠点 ・工程図表の作成が容易でない 

・各作業の歩掛の精度が全体の精度に影響する 

・・・等 

   

【問題 4】 

(1) (イ) 1）ウ・エ・オ 

2）1.7ｍ 

3) 1.2ｍ 

 (ロ) 1）枝葉の配分・・配分が四方に均等であること。 

2）ほふく茎・・・ほふく茎が、生気ある状態で密生していること。 

雑草等 ・・・石が混じったり、雑草、異品種などが混入したりしていないこ

と。また根際に刈りカスや枯れ葉が堆積していないこと。 

3）形態・・・植物の特性に応じた適正な形態であること。 

根・・・根系の発達が良く、細根が多く、乾燥していないこと。 

病害・・・発生がないもの。 

害虫・・・発生がないもの。過去に発生したことのあるものについては、発

生が軽微で、その痕跡がほとんど認められないよう育成されたも

のであること。 

・・・等 

 (ハ) Ａ 樹齢 

Ｂ 自然樹形 

 (ニ) 樹木全体をシートで覆うほか、根蜂の崩壊や樹木の損傷が生じないよう、堅固な

根鉢とし、幹巻きなどを行なう。枝葉が多い場合は、必要に応じて蒸散抑制剤を

使用する。 

 (ホ) 1）揚巻き・・鉢底の土の部分を巻く方法で、鉢に襷掛けをするようにかがりを

行い、三ツ掛け、四ツ掛け、五ツ掛けがあり、一度から数度へと土

が見えなくなるまで巻く。 

樽巻き・・根鉢の外に出ている太根を丁寧に鋸切りし、太縄を使って硬く樽巻

きをし、側根のなくなった所まで巻き下ろして止める。 

2）「樽巻き」を先行する。 

(2) (a) 設計図書 

(b) 形状 

(3) 主たる工種が不可視となる工事の埋め戻し前など施工上重要な変化点や、部分使用する

場合、設計図書との適合を確認しておき、出来るだけ手戻りを少なくする目的で行なう。 

 

  



本解答は、九州建設専門学院の「解答試案」です。解答内容は 

予告なしに変更になることがあります。ご了承下さい。 

 

4 

 

 

【問題 5】 

(1) ① 1日の作業上の注意事項や禁止事項 

② 危険の予知及び指差呼称の励行の指示・確認 

③ 1日の作業手順や作業工程の確認、工種ごとのミーティング、作業のポイントの確認 

④ 1日の作業に関係する災害の事例など 

・・・等 

(2) (a) ○ 

(b) 災害の発生する可能性の度合 

(c) ○ 

(3) (a) ○ 

(b) ○ 

(c) × 

(d) ○ 

(e) ○ 

(4) (イ) Ａ 6 

Ｂ 7 

Ｃ 60 

 (ロ) ① アウトリガーは最大限に張り出す。 

② 旋回ロックおよび旋回ブレーキをかけ、ジブを最短まで縮め、フックは巻き上

げる。 

③ ジブを走行状態にして、キャリヤ上にセットしフックもキャリヤに結縛する。 

・・・等 

(5) (イ) ① 作業員に防振手袋等を使用させる。 

② チェーンソー作業は30分以内毎に休憩させる。 

 (ロ) ・枝の切り落とし時には監視員を配置し、地上作業員の安全確保に努め、状況に

応じては、吊り下げて落とす。 

・作業範囲を明確にし、周辺はロープまたは標識などを掲げ、立ち入りを規制す

る。状況に応じて誘導員を配置する。 

 (ハ) ・事前に薬剤散布の作業内容を掲示し、公園利用者や周辺住民に周知する。 

・作業影響範囲を明確にし、バリケードやロープで囲い、作業中は見張員を配置

し、作業関係者以外の立ち入りを禁止する。 

・薬剤散布は、長雨、日照り、強風時を避け、なるべく涼しく、公園利用者等の少

ない時間帯を選んで行なう。 
 

       


